
　「
医
療
計
画
」
は
、
医
療
法
第
30
条
の
4
に

よ
り
都
道
府
県
知
事
が
作
成
す
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
作
成
指
針
は
平
成
19
年

に
通
知
さ
れ
た
も
の
。
今
回
は
、
政
府
が
閣
議

決
定
し
た「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
大
綱
」

を
踏
ま
え
て
、
厚
労
省
が
新
た
な
医
療
計
画
作

成
指
針
を
策
定
し
た
。
社
会
保
障
制
度
に
つ
い

て
は
、「
社
会
保
障
改
革
国
民
会
議
」
に
お
い

て
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
制
度

全
体
の
改
革
と
と
も
に
、
急
速
な
高
齢
化
の
進

展
を
踏
ま
え
、
地
域
の
医
療
、
介
護
体
制
の
整

備
が
喫
緊
の
課
題
だ
。
新
指
針
で
は
、
が
ん
な

ど
5
疾
病
、
及
び
救
急
医
療
な
ど
5
事
業
並
び

に
在
宅
医
療
の
推
進
対
策
に
つ
い
て
、
医
療
計

画
を
見
直
す
よ
う
求
め
て
い
る
。

【
５
疾
病
】

が
ん
、脳
卒
中
、糖
尿
病
、急
性
心
筋
梗
塞
、

精
神
疾
患

【
５
事
業
】

救
急
医
療
、へ
き
地
医
療
、小
児
医
療
、

周
産
期
医
療
、災
害
時
医
療
、

【
在
宅
医
療
】

新
医
療
計
画
の
対
象
疾
病
及
び
事
業

　
ま
た
、
指
導
課
長
通
知
で
は
、
こ
れ
ら
の
疾

病
や
事
業
の
現
状
と
医
療
機
関
の
連
携
体
制
の

構
築
な
ど
に
つ
い
て
1
5
0
ペ
ー
ジ
を
超
え

る
詳
細
な
作
成
手
順
書
「
疾
病
・
事
業
及
び
在

宅
医
療
に
係
る
医
療
体
制
構
築
に
係
る
指
針
」

が
示
さ
れ
て
い
る
。
同
手
順
書
で
は
、
病
院
、

診
療
所
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
機

能
や
役
割
を
例
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
施

設
と
と
も
に
薬
剤
師
、
薬
局
の
機
能
や
役
割
に

つ
い
て
例
示
さ
れ
て
い
る
。

　
5
疾
病
、
5
事
業
の
う
ち
、
例
と
し
て
、「
が

ん
の
医
療
体
制
」
に
つ
い
て
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト

を
み
て
み
よ
う
。
平
成
22
年
、
我
が
国
で
は
が

ん
に
よ
る
死
亡
者
は
35
万
人
、
昭
和
56
年
以
来

死
亡
原
因
の
第
一
位
で
あ
り
、
作
成
指
針
で

は
、
5
疾
病
の
ト
ッ
プ
に
取
り
上
げ
て
い
る
。

終
末
期
ケ
ア
に
24
時
間
体
制
を
！

「
が
ん
の
医
療
体
制
構
築
の
指
針
」

「
が
ん
の
医
療
体
制
構
築
に
係
る
指
針
」

【
目
指
す
べ
き
方
向
】

　

�

個
々
の
医
療
機
能
、そ
れ
を
満
た
す
医
療

機
能
、そ
れ
ら
の
医
療
機
関
の
相
互
連
携

に
よ
り
、保
健
、医
療
、及
び
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
連
携
、継
続
し
て
実
施
さ
れ
る
体
制

を
構
築
す
る
。

【
各
医
療
機
能
と
連
携
】

　
①
が
ん
を
予
防
す
る
機
能

　
②
が
ん
診
療
機
能

　
③
在
宅
療
養
支
援
機
能（
療
養
支
援
）

　
上
記
機
能
の
う
ち
、
「
療
養
支
援
」
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
、
医
療
機
関
に
求
め
ら
れ
る

事
項
と
医
療
機
関
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

【
医
療
機
関
に
求
め
ら
れ
る
主
な
事
項
】

　
●�

24
時
間
対
応
が
可
能
な
在
宅
医
療
を
提
供
す
る

　
●
疼
痛
等
に
対
す
る
緩
和
ケ
ア
の
実
施

　
●�
看
取
り
を
含
め
た
終
末
期
ケ
ア
を
24
時

間
体
制
で
提
供
す
る

　
●
医
療
用
麻
薬
を
提
供
す
る

【
医
療
機
関
の
例
】

　
●
病
院
又
は
診
療
所

　
●
薬
局

　
●
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
厚
生
労
働
省
の
「
終
末
期
医
療
に
関
す
る
調

査
」（
平
成
20
年
）
に
よ
れ
ば
、
国
民
の
60
%

以
上
が
「
終
末
期
に
お
い
て
も
可
能
な
か
ぎ
り

自
宅
で
の
療
養
を
望
ん
で
い
る
。」
と
回
答
し

て
い
る
と
い
う
。
在
宅
医
療
に
関
す
る
指
針
で

は
、「
患
者
が
望
む
場
所
で
の
看
取
り
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
」
と
さ

れ
て
お
り
、
関
係
機
関
と
し
て
薬
局
も
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
薬
局
は
、
こ
れ
ら
の
要
望
に
応
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
政
情
が
混
沌
と
す
る
中
、
政
権
交
代
な
ど
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
社
会
保
障
改
革
は
待
っ
た

な
し
の
国
政
の
課
題
だ
。
今
回
の
医
療
計
画
の

見
直
し
は
、
そ
の
一
環
で
あ
り
、
今
後
、
地
域

包
括
ケ
ア
体
制
の
一
員
と
し
て
薬
剤
師
、
薬
局

が
役
割
を
果
た
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
医
療
計

画
に
薬
剤
師
、
薬
局
の
役
割
、
機
能
が
明
確
に

書
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。

　
指
導
課
長
指
針
で
は
、
地
域
医
療
に
お
い
て

薬
剤
師
、
薬
局
の
役
割
の
事
例
に
つ
い
て
あ
る

程
度
の
記
載
は
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
例
え

ば
、「
脳
卒
中
の
医
療
体
制
」
の
項
に
は
全
く

薬
局
や
薬
剤
師
に
関
す
る
記
載
が
な
い
な
ど
、

薬
剤
師
、
薬
局
が
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
機
能

や
役
割
が
、
医
療
行
政
担
当
者
に
必
ず
し
も
十

分
に
理
解
さ
れ
、
記
載
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
。

医
療
計
画
へ
の
積
極
的
な
参
加
が
、

薬
剤
師
、薬
局
の
未
来
を
作
る

　
処
方
箋
を
持
っ
て
訪
れ
る
何
ら
か
の
疾
病
を

持
つ
人
々
だ
け
で
は
な
く
、
今
は
健
康
で
も
生

活
習
慣
病
な
ど
に
対
す
る
不
安
や
、
健
康
管
理

に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
る
人
々
と
日
常

的
に
接
触
を
持
つ
薬
局
に
は
も
っ
と
多
様
な
役

割
、
機
能
が
あ
る
は
ず
だ
。

　
各
都
道
府
県
薬
は
、
現
在
、
薬
剤
師
、
薬
局

の
機
能
や
役
割
に
つ
い
て
医
療
計
画
へ
の
参
加

に
努
力
を
傾
け
て
い
る
が
、
医
療
行
政
担
当
者

に
対
し
一
層
、
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
。

厚
生
労
働
省
は
、本
年
3
月
、医
政
局
長
通
知「
医
療
計
画
に
つ
い
て
」、及
び
指
導
課
長
通
知「
疾

病・事
業
及
び
在
宅
医
療
に
係
る
医
療
体
制
に
つ
い
て
」と
い
う
２
つ
の
通
達
を
出
し
た
。通
達
で

は
、新
し
い「
医
療
計
画
作
成
指
針
」が
示
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
に
し
た
が
っ
て
、各
都
道
府
県
に
お

い
て
、平
成
25
年
度
か
ら
の
実
施
を
目
途
に
、医
療
計
画
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

厚労省、医療計画の見直しを指示

処
方
せ
ん
発
行
強
調
週
間
と

国
民
の
理
解

　
院
外
処
方
せ
ん
受
取
率
の
全
国
平
均
が

65
％
を
超
え
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。し
か

し
な
が
ら
、こ
の
よ
う
な
状
況
が
簡
単
に
生

ま
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。医
制
公
布

か
ら
約
1
4
0
年
の
間
、医
薬
分
業
は
苦
難

の
日
々
を
経
て
き
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。昭
和
３0
年
に
は
い
わ
ゆ
る「
医

薬
分
業
法
」が
公
布
さ
れ
ま
し
た
が
、薬
剤

師（
会
）の
意
見
は
通
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ

の
後
、昭
和
４9
年
、処
方
せ
ん
料
が
５０
点
に

引
き
上
げ
ら
れ
、こ
の
時
を
医
薬
分
業
元
年

と
し
、医
薬
分
業
が
少
し
ず
つ
動
き
始
め
ま

し
た
。

　
昭
和
５３
年
７
月
、日
本
医
師
会
は「
処
方

せ
ん
発
行
強
調
週
間
」（
１
週
間
分
業
）を

実
施
し
ま
し
た
。当
時
の
武
見
日
医
会
長

は「
分
業
の
試
練
で
あ
り
、薬
剤
師
側
と
同

時
に
医
師
側
の
教
育
と
訓
練
で
あ
り
、ま
た

技
術
と
物
の
分
離
の
実
践
で
あ
る
」と
説
明

し
ま
し
た
。残
念
な
が
ら
大
き
な
動
き
は
な

く
、国
民
の
医
薬
分
業
に
対
す
る
理
解
は
得

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、こ
れ
を
機

に
情
報
セ
ン
タ
ー
や
検
査
セ
ン
タ
ー
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
体
制
、備
蓄
セ
ン
タ
ー
構
想
が
広

が
り
を
見
せ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
薬
価
の
大
幅
な
引
下
げ
や
医
薬

分
業
推
進
モ
デ
ル
地
区
推
進
事
業
を
契
機

と
し
て
、国
立
病
院
の
院
外
処
方
せ
ん
発

行
が
医
薬
分
業
推
進
活
動
を
後
押
し
す
る

形
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
経
過
を
検

証
す
る
と
き
、共
通
点
は「
国
民
の
理
解
」で

す
。い
つ
の
時
代
も
薬
剤
師
は
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
政
治
に
熱
心
で
あ
り
ま
す
が
、

国
民
の
後
押
し
が
な
い
た
め
に
、正
論
の
後

に
、常
に“
た
だ
し
書
き
”が
付
い
て
き
ま
し

た
。任
意
分
業
下
で
の
分
業
の
完
成
を
目
指

す
た
め
に
は
、薬
剤
師
の
業
務
を
国
民
に
理

解
し
て
い
た
だ
く
努
力
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
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計
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日 薬 連 盟 だ よ り

h t t p : / / w w w . y a k u r e n . j p

秋
今号から「日薬連盟だより」を
リニューアルしました。

三
井
辨わ

き

雄お

衆
議
院
議
員

薬
剤
師
初
の
厚
生
労
働
大
臣
に
！

2
0
1
2
年
10
月
1
日（
月
）発
足
の
野
田
第
三
次
改
造
内
閣
に
お
い
て
、

三
井
辨
雄
衆
議
院
議
員
が
薬
剤
師
と
し
て
初
の
厚
生
労
働
大
臣
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
政
策
の
専
門
家
と
し
て
、大
い
に
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

● 昭和薬科大学薬学部卒・薬剤師
● 2000年6月衆院選挙で初当選
● 2010年9月国土交通副大臣就任

略 歴

「
家
に
帰
り
た
い
」、患
者
の
切
実
な
声
に

薬
剤
師
、薬
局
は
応
え
ら
れ
る
か



　
さ
る
七
月
二
十
五
日
（
水
）、
薬
剤
師
地
方

議
員
意
見
交
換
会
が
憲
政
記
念
館
（
永
田
町
・

国
会
議
事
堂
前
）
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
児
玉
孝
日
本
薬
剤
師
連
盟
会
長
の
開
会
挨
拶

に
続
き
、
松
本
純
衆
議
院
議
員
、
藤
井
も
と
ゆ

き
参
議
院
議
員
、
逢
坂
誠
二
・
樋
口
俊
一
各
衆

議
院
議
員
、
は
た
と
も
こ
参
議
院
議
員
、
と

か
し
き
な
お
み
前
衆
議
院
議
員
に
よ
る
挨
拶
が

あ
っ
た
。

　
全
国
各
地
の
五
十
二
名
の
薬
剤
師
議
員
の
う

ち
、
二
十
九
名
が
出
席
。
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
紹

介
で
は
、
日
頃
の
政
治
活
動
や
、
薬
剤
師
議
員

と
し
て
の
誇
り
や
責
任
が
語
ら
れ
、
会
場
は
熱

気
に
溢
れ
て
い
っ
た
。
具
体
的
な
意
見
と
し
て
は

●
各
々
の
地
域
医
療
計
画
の
経
過

●�

学
校
薬
剤
師
の
報
酬
が
地
方
交
付
税
の
算

定
基
準
に
達
し
て
い
な
い
現
状

　
9
月
26
日

（
水
）、
午
後

2
時
半
よ
り

3
時
間
に
わ

た
り
平
成
24

年
度
日
本
薬

剤
師
連
盟
臨

時
評
議
員
会

が
開
催
さ
れ

た
。
児
玉
会

な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　
続
い
て
小
田
利
郎
幹
事
長
に
よ
る
、
日
本
薬

剤
師
会
の
現
状
報
告
、
並
び
に
当
面
の
政
治
的

課
題
と
し
て
、

●�

現
行
の
非
課
税
の
医
療
保
険
を
課
税
対
象

と
し
、
国
民
の
負
担
増
に
な
ら
な
い
よ

う
、
課
税
率
を
ゼ
ロ
と
す
る
案

●�

混
合
診
療
の
更
な
る
拡
大
は
、
国
民
皆
保

険
制
度
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
懸
念

な
ど
の
他
に
、

●�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
一
般
医
薬
品
販

売
の
規
制
緩
和
に
は
断
固
反
対
で
あ
る

●�

特
定
看
護
師
（
仮
称
）
に
よ
る
調
剤
権
な

ど
の
特
定
医
療
行
為
に
対
し
て
は
、
特
に

慎
重
姿
勢
を
示
し
て
い
く
べ
き

と
の
考
え
な
ど
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
ま
た
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る

長
、
薬
剤
師
国
会
議
員
連
盟
国
会
議
員
の
挨

拶
の
後
、
日
本
薬
剤
師
連
盟
の
活
動
報
告
が

さ
れ
た
。

　
次
に
議
案
第
1
号
正
副
議
長
選
出
の
件
に

つ
い
て
提
出
さ
れ
、
続
い
て
①
平
成
23
年
度

会
務
並
び
に
事
業
報
告
、
②
平
成
23
年
度
収

入
支
出
決
算
報
告
（
監
事
　
会
務
並
び
に
会

計
監
査
報
告
）、
③
各
委
員
会
設
置
及
び
委

員
の
件
に
つ
い
て
報
告
、
了
承
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
①
今
後
の
連
盟
活
動
の
件
、
②
衆
参

議
員
選
挙
の
件
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

最
後
に
中
本
副
会
長
よ
り
閉
会
の
挨
拶
が
さ

れ
盛
会
の
う
ち
に
終
わ
っ
た
。

『
地
域
医
療
計
画
』
に
つ
い
て
は
、『
五
疾
病
・

五
事
業
及
び
在
宅
医
療
』
で
あ
る
こ
と
を
確

認
。
そ
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
職
種
間
で
の

密
な
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
。
薬
剤
師
が

そ
の
職
能
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
薬
剤

師
議
員
と
連
盟
が
超
党
派
で
一
致
協
力
し
て
い

く
決
意
が
改
め
て
述
べ
ら
れ
た
。

　
地
域
・
在
宅
・
チ
ー
ム
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
の

場
に
お
い
て
、
ま
す
ま
す
薬
剤
師
が
求
め
ら
れ

て
い
く
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
中
央
と
地
方
の

関
連
、
連
携
が
更
に
重
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
と

い
う
共
通
意
識
が
出
席
者
の
中
で
高
ま
っ
た
よ

う
感
じ
た
。

　
会
は
、
場
所
を
懇
親
会
場
に
移
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
は
引
き
続
き
熱
く
語
ら
れ
、
盛
会
に

て
終
了
。
大
変
有
意
義
な
意
見
交
換
会
と
な
っ

た
。

薬
剤
師
地
方
議
員
意
見
交
換
会
開
催
さ
れ
る

薬剤師地方議員アンケート回答一覧
都道府県 議員名

役　職 「地元で、薬剤師が関わる課題について取り組んでいること」への回答

宮　城 齋　　清志
（大河原町長）

仙南薬剤師会の会長をつとめています。仙南２市７町が二次医療圏
のくくりであり、圏内の地域医療対策委員会内に薬局部会を設置
し、休日当番薬局体制の整備も県下に先駆けて実施しました。現在
は平日夜間の初期救急体制整備への協力を表明し、薬剤師の地位
向上につとめているところです。

山　形 齊藤　栄治
（山形市議）

地域の夜間、救急診療所の運営において、市薬剤師会として医師
会、歯科医師会と協定を結び共同で運営をしています。平成２６
年に開催される日薬大会の準備を行政もまき込み取り組んでい
ます。

栃　木 山口　恒夫
（栃木県議）

158,000円の学校薬剤師報酬を首長判断での流用の可能性につ
いて、調査・研究し、最善の方法を検討して参ります。脱法ハーブへ
の対応や、チーム医療における薬剤師の役割についても明確にし
ていきます。

東　京 山本　佳昭
（青梅市議）

使用済み注射針の回収についての助成制度について取り組んでい
ます。夜間・休日診療の調剤体制の整備を行っています。

大　阪 河本　光宏
（茨木市議）

茨木市がん対策推進条例の制定に向けての取り組み、子宮けい癌
ワクチン、肺炎球菌ワクチン等の助成拡充を行っています。地域救
急医療体制の整備並びに、災害時医療体制の整備・医薬品の備蓄
等、防災・減災の対策に取り組んでいます。その他、医薬分業のさら
なる推進にも取り組んでいます。

島　根 川神　裕司
（浜田市議）

地域医療計画策定委員会、環境審議会、地域支援病院諮問委員会
等、薬剤師が関りをもつ政策会議には必ず薬剤師を参画させるよ
うにしています。最近では熱中症対策等、学校環境整備が特に重要
であると指摘されています。学校薬剤師の役割＋薬剤師議員として
の職制を最大限発揮して、照明整備、熱中症対策を一気に進めるこ
とができました。薬剤師の地位向上に全力を注ぎたいと決意して
います。

岡　山 村木　里英
（総社市議）

お薬手帳を市が作成（支部会監修）することで、小児医療費無料化
における課題であるハシゴ受診の削減や医薬品の適正使用を推進
し、医療費の抑制に取り組んでいます。
薬剤師会の活動を市の広報紙などで広報し、薬剤師の存在をア
ピールしています。

広　島 上原　　貢
（府中町議）

学校薬剤師の報酬が基準に達していない現状があり、１校あたり、
158,000円（年額）をきちんと予算にあげていただくよう、各自治
体や議員にお願いしています。学校での「薬物等の講義」を行政マ
ンや警察、教員などが行っている現状があり、学校薬剤師等をきち
んと活用するように働きかけています。

峰　達郎
●佐　賀
佐賀県議会議員

阿世知　学
●鹿児島
西之表市議会議員

冨永　計久
●福　岡
福岡市議会議員

百瀬　光子
●福　岡
小郡市議会議員

村木　里英
●岡　山
総社市議会議員

上原　貢
●広　島
府中町議会議員

平野　一夫
●和歌山
高野町議会議員

川神　裕司
●島　根
浜田市議会議員

河本　光宏
●大　阪
茨木市議会議員

清水　祐子
●京　都
京都市議会議員

山下　治夫
●愛　知
美浜町長

池渕佐知子
●大　阪
吹田市議会議員

松永　清彦
●岐　阜
海津市長

赤塚　新吾
●岐　阜
八百津町長

山本　佳昭
●東　京
青梅市議会議員

川上　哲也
●岐　阜
岐阜県議会議員

大島　正芳
●群　馬
太田市議会議員

星野伊久雄
●千　葉
市原市議会議員

遠藤　章江
●茨　城
常総市議会議員

山口　恒夫
●栃　木
栃木県議会議員

庄司喜與太
●山　形
大石田町長

小島　衛
●福　島
福島市議会議員

齊藤　栄治
●山　形
山形市議会議員

山口　桂子
●山　形
天童市議会議員

齋　清志
●宮　城
大河原町長

平間　知一
●宮　城
白石市議会議員

三好　昇
●北海道
江別市長

西谷　洌
●青　森
青森県議会議員

北市　勲
●北海道
赤平市議会議員

臨
時
評
議
員
会

開
催
さ
れ
る

薬
剤
師

地
方
議
員
紹
介

＊アンケートの一部を掲載させて頂いております。

Report 国きゆとも井藤 会 レ ポ ー ト

も と ゆ き

　第180回通常国会は、最重要法案であった「社会
保障と税の一体改革関連法」を可決成立させ、9月8
日に閉会となりました。これにより消費税が平成26
年4月から8%、平成27年10月から10%に引き上げ
られることが決まりました。消費税の引き上げは、少
子高齢化に伴い増え続ける社会保障費の安定財源
を確保することを目的としており、やむを得ないも
のと捉えています。しかし、公的医療保険制度におけ
る医療サービスには消費税は非課税となっているた
め、医薬品等の購入時に医療機関や薬局が支払って
いる消費税分を患者に請求することができません。
そのため、平成元年の消費税導入時及び平成9年の
消費税引き上げ時には、消費税分を上乗せするため
の診療報酬・調剤報酬及び薬価基準の引き上げが
行われ、薬局等への影響に対応する措置が講じられ
ました。平成26年及び平成27年の消費税引き上げ
時における医療機関等における消費税負担に対す

る措置を検討するため、中央社会保険医療協議会の
もとに「医療機関等における消費税負担に関する分
科会」が設置され、6月から審議が始まっています。
　一体改革関連法を成立させることができたのは、
民・自・公の3党合意がなされたためでしたが、法案
の国会提出や衆議院における採決をめぐっては政
権与党が分裂状態になるなど大混乱の状況でした。
参議院における法案審議にあたっては、法案の早期
採決と早期解散を要求する自・公と、解散の時期を
遅らせるためにも法案採決を延ばそうとする民主党
の間で激しいやり取りがあり、3党合意が一時破棄
寸前の状況となりましたが、8月8日の3党首会談に
おいて「法案成立後、近いうちに国民の信を問う」こ
とを確認し、8月10日に何とか成立まで漕ぎつける
ことができました。
　今後は「近いうちの解散総選挙」がいつ行われる
のかが注目されます。

社会保障と税の一体改革関連法が成立
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日
本
薬
剤
師
連
盟
で
は
、
平
成
20
年
よ
り
こ

れ
ま
で
4
回
に
わ
た
り
、
若
手
の
人
材
育
成
を

目
指
し
て
「
若
手
薬
剤
師
指
導
者
育
成
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
各
都
道
府
県

に
お
い
て
も
、
独
自
の
若
手
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
本
連
盟
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
た
若
手
薬

剤
師
た
ち
が
、
夜
通
し
語
り
合
い
、
自
分
た
ち

に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
何
か
、
伝
え
る
も

の
は
な
い
の
か
と
の
認
識
を
強
く
持
ち
始
め
て

い
ま
す
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
都
道
府
県

単
位
で
開
催
さ
れ
る
若
手
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
そ

の
思
い
を
強
く
す
る
も
の
同
志
が
集
ま
り
、
新

た
な
仲
間
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　
現
在
ま
で
に
延
べ
約
1
0
0
回
の
都
道
府

県
で
の
若
手
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
一
部
分
を
紹
介
し
ま
す
。
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
雰
囲
気
を
感
じ
取
っ
て
下
さ
い
。
次
は
あ

な
た
の
出
番
で
す
。

　

　
本
年
度
も
、
九
州
山
口
薬
学
大
会
（
9
月
16
日

（
日
）・
17
日
（
月
・
祝
）
開
催
）、
日
本
薬
剤
師
会
学

術
大
会
（
10
月
7
日
（
日
）・
8
日
（
月
・
祝
）
開
催
）

に
お
い
て
、
日
本
薬
剤
師
連
盟
の
ブ
ー
ス
を
設
置

し
ま
し
た
。
ブ
ー
ス
で
は
、
1
人
で
も
多
く
の
方

に
政
治
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
日
本
薬

剤
師
連
盟
の
歴
史
、
現
在
の
課
題
や
活
動
に
つ
い

て
パ
ネ
ル
や
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
P
R
を
行
い
ま

し
た
。

各
地
で
連
盟
ブ
ー
ス
設
営
、

本
年
も
大
盛
況
!!

　千葉県薬剤師連盟では、過去の
「全国若手薬剤師フォーラム」参
加者を中心に平成21年「千葉みら
いフォーラム実行委員会」を結成
し、講演会の開催等を中心に活動
してまいりました。講演会には薬
局・病院で活躍する薬剤師の他、
行政で活躍する薬剤師も含めオー
ル薬剤師が参加され、延べ参加者
486人になる規模になっております。今回「全国若手薬剤師フォーラム」を参考に、初の1泊2日
の研修企画として「千葉のみらいをはぐくむ会」を開催いたしました。
　薬科系7大学が存在する千葉ならではの地の利を生かして、今回は薬学生にも参加をいただ
き、過去の先輩たちの努力と厳しい現状を見つめながらも、明るい未来を一緒に考えましたの
で報告いたします。
　当日は参加者19名を4班に分け、8名の実行委員がチューターとして各班の討論に参加。先
ず、各自が日々感じていることをディスカッションし、その後、前衆議院議員　とかしきなおみ先
生の講演を拝聴。そこで頂戴したお話を参考に、より具体的な今後の行動目標について討議し、
各班とも白熱した議論が交わされていました。
　夜10時からは、ご多忙の中お越しくださいました日本薬剤師連盟　児玉会長、常任総務　渡
辺徹先生にも加わっていただき、フォーラム恒例?の懇親会を開催。さらに討論会は熱を帯び、
千葉の夜は3時過ぎに幕を閉じたのでした。
　翌朝は各班からの「これからの行動」というテーマで発表。薬剤師の社会的地位の向上へのア
プローチの仕方や会に所属することの重要性など多くの意見が出されました。その後、渡辺先
生の政治にかける熱い想いと、児玉会長が現在取り組まれている内容とご苦労されている現状
を聴講し、記念写真の撮影をして中身の濃い2日間の研修日程を終了しました。
　何日も準備を重ねてきましたが、実行委員は、まだまだ準備することが残っているのではな
いか?と、不安な開催でしたが、アンケートを見ると実行委員会の思いは参加者に十分伝わった
ようで、ほっとしました。支部ごとの温度差、連絡・通知の不徹底さ、不慣れな世話役の問題点も
浮き彫りになりましたが、総じて合格点は頂けたのではないかと思います。今後は更なるボトム
アップを図るべく、支部別での開催、講習会の継続などを企画・実施してまいります。
　最後に、今回の実行委員会の企画を全面的にご支援くださいました日本薬剤師連盟、本県執
行部、各支部及び病院薬剤師会の先生方に、この場をお借りして御礼申し上げます。

取
材

千葉県薬剤師連盟　千葉みらいフォーラム実行委員会
委員長 早川　昇

『薬剤師町長さん』を訪ねて

　
さ
る
八
月
二
十
四
日（
金
）。薬
剤
師
で
、

町
長
の
齋
清
志
先
生

に
お
話
を
伺
い
に
、宮

城
県
大
河
原
町
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　
齋
先
生
は
、

●�

地
域
医
療
対
策
委
員
会
に『
薬
局
部
会
』

を
設
置

●�

休
日
当
番
薬
局
体
制
の
整
備
等
も
県
下

に
先
駆
け
実
施

●�

現
在
は
平
日
夜
間
の
初
期
救
急
体
制
の

整
備
へ
の
行
政
協
力
を
表
明

等
々
、地
域
医
療
の
た
め
、薬
剤
師
の
地
位

向
上
の
た
め
に
日
々
奮
闘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
は
五
年
に
一
度
の
地
域
保
健
医
療

計
画
見
直
し
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。薬
剤

師
議
員
の
先
生
方
が
各
地
で
、地
域
医
療

計
画
の
策
定
を
は
じ
め
、数
々
の
医
療
政
策

の
立
案
に
奔
走
し
て
い
ま
す
。

　
齋
先
生
は
、ま
さ
に
そ
の
お
一
人
。二
次

医
療
圏
で
あ
る
仙
南
地
区
で
、そ
れ
を
実
現

さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
仙
南
地
区
の
中
心
に
位
置
す
る『
み
や
ぎ

県
南
中
核
病
院
』は
、開
院
十
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
や
腫
瘍
セ
ン

タ
ー
の
増
設
に
よ
り
、地
域
完
結
型
医
療
の

中
心
病
院
と
し
て
の
期
待
も
高
ま
り
ま
す
。

　
齋
先
生
は
、薬
剤
師
と
し
て
の
立
場
か
ら

『
人
の
命
を
守
る
こ
と
』を
常
と
し
な
が

ら
、行
政
の
立
場
か
ら
は『
人
の
命
を
守
る

病
院
を
守
る
』そ
の
重
要
性
を
地
域
住
民

に
訴
え
続
け
て
き
ま
し
た
。町
民
の
医
療
に

対
す
る
満
足
度
は
高
く
、住
民
が
増
え
て
き

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、そ
の
信
頼
性
が
う
か

が
え
ま
す
。

　
仙
南
医
療
圏
の
地
域
医
療
対
策
委
員
会

に
薬
局
部
会
を
設
置
し
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、こ
う
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
実
は
ね
、『
く
す
り
と
健
康
週
間
』の
イ

ベ
ン
ト
く
ら
い
で
、や
れ
た
こ
と
な
ん
て
多

く
は
な
い
ん
で
す
よ（
笑
）。で
も
ね
、一
医

療
人
と
し
て
医
師
や
歯
科
医
師
と
肩
を
並

べ
、名
を
連
ね
る
こ
と
で
、薬
剤
師
の
存
在

と
い
う
も
の
が
、こ
の
地
で
認
め
ら
れ
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
地
の
薬
剤
師
の
意
識
も

高
ま
っ
た
。こ
れ
は
本
当
に
大
切
な
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
」

　
「
地
域
医
療
計
画
。実
際
、そ
の
策
は
い
ろ

い
ろ
練
ら
れ
て
い
ま
す
。で
も
、や
っ
ぱ
り
一

番
忘
れ
ち
ゃ
い
け
な
い
の
は
、人
を
支
え
る

の
は
人
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
育
む
こ
と
。

そ
う
思
い
ま
す
ね
」

　
認
め
あ
い
、支
え
あ
い
、活
か
し
あ
う

　

大
河
原
町
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
こ
の
言

葉
こ
そ
が
、私
た
ち
薬
剤
師
へ
の
熱
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
あ
る
と
感
じ
た
貴
重
な
一
日
で

あ
り
ま
し
た
。
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ひ
ろ
げ
よ
う
、フ
ォ
ー
ラ
ム
の
仲
間

九州山口（8月18・19日）

和歌山（8月25・26日）

兵庫（8月25・26日） 宮城（9月22・23日）

山口（9月29・30日）

新潟（9月8・9日）

三重（9月22・23日）

■ 開催日時　平成24年9月22日（土）15:00～　9月23日（日）12:00
■ 開催場所　蓮沼ガーデンハウス「マリーノ」
■ 参 加 者　薬剤師15名　薬学生4名　スタッフ16名

第１回「千葉のみらいをはぐくむ会」
開催報告について
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「
レ
ン
メ
イ
の
コ
ウ
ホ
ウ
」
と
言
わ
れ

て
、当
初
、全
く
理
解
で
き
て
お
り
ま
せ
ん

で
し
た
。自
分
の
お
か
れ
た
立
場
を
全
く

理
解
し
き
れ
な
い
ま
ま
、初
め
て
広
報
委

員
会
に
出
席
し
た
と
き
に
は
、私
以
上
に
、

他
の
委
員
の
方
々
が「
こ
ん
な
に
何
も
わ

か
っ
て
い
な
い
人
が
来
た
の
か
…
…
」
と

不
安
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
何
も
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
、今
の
私

の
最
大
の
強
み
か
も
…
…
」と
開
き
直
り
、

委
員
の
先
生
方
の
温
か
い
ご
理
解
の
も

と
、薬
剤
師
地
方
議
員
意
見
交
換
会
や
全

国
幹
事
長
会
へ
の
出
席
、宮
城
県
・
大
河
原

町
の
齋
清
志
町
長
の
取
材
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。そ
の
全
て
が
初
め
て
の
経
験
ば

か
り
。そ
れ
ら
を
通
し
、薬
剤
師
養
成
・
地

位
向
上
の
た
め
に
、ど
れ
だ
け
た
く
さ
ん

の
人
が
今
ま
で
頑
張
ら
れ
て
き
た
の
か
を

知
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
い
か
に
罪
深

い
こ
と
か
。そ
し
て
、知
ら
な
い
の
で
は
な

く
、知
ろ
う
と
も
し
て
い
な
か
っ
た
自
分
を

と
て
も
恥
じ
ま
し
た
。で
も
、気
づ
く
こ
と

が
出
来
た
私
は
、と
て
も
幸
運
だ
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。気
づ
く
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
、

見
守
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
全
て
の
方
々
に
、

心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
大
き
な
こ
と
は
、私
に
は
到
底
出
来
ま

せ
ん
。で
も
、ま
だ
知
ら
な
い
人
に
知
ら
せ

て
あ
げ
る
、こ
れ
が
今
の
私
に
与
え
ら
れ

た
こ
と
で
は
な
い
か
と
、少
し
わ
か
っ
て

き
ま
し
た
。

　
初
心
者
マ
ー
ク
で
、ま
だ
ま
だ
不
慣
れ

な
道
を
危
な
っ
か
し
く
走
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
は
、ど
う
か
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

（
N・R
）

●
広
報
委
員

　
　
中
本
　
行
宣
、
生
出
　
泉
太
郎

　
　
渡
辺
　
　
徹
、
大
橋
　
　
均

　
　
根
本
ひ
ろ
美
、
大
澤
　
泰
輔

　
　
豊
見
　
　
敦
、
抜
井
　
留
理
子

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
振
り
返
っ
て

ど
う
で
す
か
?

Q　
始
ま
る
ま
で
は
も
っ
と
緊
張
す
る
か
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
本
番
で
は
い
い
レ
ー
ス
が
で

き
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
先
輩
選
手

か
ら
、「
予
選
か
ら
こ
ん
な
に
声
援
が
す
ご
い

こ
と
は
な
い
」
と
聞
き
、
イ
ギ
リ
ス
の
人
達

が
と
て
も
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
日
本
国
旗
を
持
っ
て
い
る
人
が
沢

山
い
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ん
だ
な
ぁ
と
驚
き

ま
し
た
。
大
学
の
友
達
は
、
試
験
期
間
中
で
応

援
に
来
ら
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
メ
ー
ル
で
応

援
し
て
く
れ
ま
し
た
。

薬
学
部
の
勉
強
と
水
泳
を
ど
う
や
っ

て
両
立
し
て
い
る
の
?

Q　
そ
ん
な
に
大
変
な
こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

学
校
に
行
っ
て
、
練
習
に
行
っ
て
、
試
験
前
に

勉
強
し
て
、
テ
ス
ト
受
け
て
…
…
。
テ
ス
ト
期

間
中
で
も
毎
日
練
習
し
て
い
ま
す
し
。

　
受
験
す
る
と
き
に
、
夏
過
ぎ
か
ら
毎
日
で
は

な
く
2
日
に
1
回
の
練
習
に
し
た
ら
、
見
事
に

体
調
が
悪
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
毎
日
泳

ぐ
よ
う
に
戻
し
た
ら
、
と
た
ん
に
体
調
が
良
く

な
り
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
そ
れ
が
合
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
水
泳
の
練
習
は
全
く
苦

で
は
な
い
で
す
し
、
勉
強
も
苦
で
は
な
い
で

す
。
こ
れ
で
、
例
え
ば
政
治
経
済
と
か
や
れ
と

言
わ
れ
た
ら
苦
だ
け
れ
ど
も
、
自
分
で
薬
学
を

や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
で
す
。

薬
学
部
に
入
学
し
よ
う
と
思
っ
た

き
っ
け
か
は
?

Q　
小
学
校
の
頃
、
親
か
ら
薬
剤
師
っ
て
い
う
仕

事
が
あ
る
と
聞
い
て
「
じ
ゃ
、
格
好
い
い
か
ら

な
ろ
う
か
な
」
と
思
い
、「
薬
剤
師
に
な
る
」

と
決
め
て
い
ま
し
た
。
高
校
で
進
路
を
決
め
る

と
き
に
、
担
任
の
先
生
か
ら
「
や
れ
ば
で
き
る

よ
」
と
言
わ
れ
、
薬
学
部
受
験
を
決
め
ま
し

た
。
水
泳
の
道
に
も
誘
わ
れ
ま
し
た
が
、
先
生

は「
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
た
ほ
う
が
い
い
よ
」

と
言
っ
て
く
れ
た
。
水
泳
の
先
生
も
賛
成
し
て

く
れ
て
、“
勉
強
し
た
い
”
と
い
う
こ
と
を
理

解
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

将
来
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
?

Q　
将
来
は
ド
ー
ピ
ン
グ
の
こ
と
を
や
り
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
と
薬
学
が
関
わ
る
と
こ
ろ
だ
か
ら
で

す
。
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
30
位
と
か
50
位
以
内
に

な
る
と
、
無
作
為
に
ド
ー
ピ
ン
グ
検
査
が
行
わ

れ
、
私
は
高
校
1
、
2
年
か
ら
検
査
を
受
け
て

い
ま
す
。
そ
の
検
査
を
受
け
る
時
に
「
今
後

の
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
の
た
め
に
こ
れ
を
研
究

に
使
っ
て
良
い
で
す
か
？
」
と
い
う
説
明
が
あ

り
、
そ
れ
に
い
つ
も
署
名
す
る
の
で
す
が
、
そ

　
2
0
1
2
年
8
月
5
日
に
イ
イ
ノ
ホ
ー
ル

（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
行
わ
れ
た
、
6
年
制

薬
剤
師
誕
生
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
　
市
民
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
命
と
暮
ら
し
を
支
え
る
〜
医
療
と
地
域

を
つ
な
ぐ
　
こ
れ
か
ら
の
薬
剤
師
像
〜
」
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は

6
年
制
薬
学
教
育
に
中
心
的
に
携
わ
っ
た
大
学

教
員
、
病
院
で
薬
剤
師
外
来
を
行
う
病
院
薬
剤

師
、
開
局
薬
剤
師
、
医
師
、
市
民
代
表
の
5
名

が
6
年
制
教
育
へ
の
流
れ
、
薬
剤
師
の
役
割
、

他
職
種
か
ら
の
期
待
と
信
頼
、
患
者
・
市
民
か

ら
の
評
価
と
期
待
な
ど
様
々
な
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
模
様
は
9
月
15

日
、
N
H
K
の
E
テ
レ
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

　
薬
剤
師
の
職
能
が
多
く
の
市
民
、
医
療
関
係

者
に
よ
り
理
解
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　
さ
て
、
薬
学
教
育
の
6
年
制
移
行
の
流
れ

は
、
日
薬
連
盟
だ
よ
り
第
25
号
に
も
詳
し
く
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
分
業
率
が
0
%
の

時
代
か
ら
6
年
制
へ
の
期
待
が
あ
り
、
そ
れ
か

ら
約
40
年
も
の
粘
り
強
い
連
盟
の
活
動
が
現
在

の
6
年
制
を
実
現
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
私
が
こ
の
薬
学
教
育
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
6
年
制
教
育
が
始
ま
る
直
前
の
認
定

実
務
実
習
指
導
薬
剤
師
養
成
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
参
加
し
て
か
ら
で
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
開
局
、
病
院
、
大
学
3
つ
の
分
野
の
薬
剤
師

が
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
討
論
を
し
て
い
き

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
多
方
面
で
活
躍
す

る
薬
剤
師
が
そ
の
垣
根
を
越
え
て
協
力
す
る
貴

重
な
機
会
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
指
導
薬
剤
師
に
な
っ
て
か
ら
は
実
際
に
4
名

の
実
習
生
を
指
導
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

実
務
実
習
で
教
え
た
こ
と
は
、
各
到
達
目
標
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、“
自
分
が
今
、
患
者
さ
ん

の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
”、“
何
を
す
べ
き

か
”
を
考
え
る
こ
と
、“
患
者
さ
ん
に
し
て
あ

げ
た
い
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
は
ど
ん
な
力

が
必
要
か
”
と
い
う
こ
と
で
す
。
理
想
に
燃
え

る
彼
ら
に
は
、
現
実
に
触
れ
実
際
に
考
え
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
4
年
制
教
育
と
、
6
年
制
教
育
は
異
な
る
点

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
薬
剤
師
と
し

て
患
者
さ
ん
に
対
し
て
何
が
で
き
る
か
を
考

え
、
何
を
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
今
ま
で
と
変

わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
時
代
は
変
わ
り
ま

す
。
流
行
り
や
選
択
肢
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
何
を
選
択
し
て
行
動
す
る
か
は
そ
れ
ぞ
れ

の
薬
剤
師
で
違
う
で
し
ょ
う
。

　
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て
再
認
識
し

た
こ
と
は
、
薬
剤
師
が
国
民
の
た
め
に
自
分
の

で
き
る
こ
と
を
最
大
限
行
う
こ
と
の
大
切
さ
で

す
。
併
せ
て
、
多
く
の
分
野
で
活
躍
す
る
薬
剤

師
の
働
き
は
そ
れ
ぞ
れ
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
お
互
い
に
支
え
合
う
べ
き
だ
と
思
い
ま
し

た
。
街
の
薬
屋
・
科
学
者
か
ら
、
医
療
の
担
い

手
へ
の
変
化
は
、
そ
の
マ
イ
ン
ド
に
大
き
な
違

い
は
な
く
、
時
代
や
環
境
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ

ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
、
1
人
の
薬
剤
師
で
担
え

る
範
囲
も
相
対
的
に
狭
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
個
々
の
薬
剤
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
能
を

十
分
に
全
う
し
、
職
域
等
で
分
担
・
協
力
で
き

る
関
係
が
、
6
年
制
教
育
を
通
し
て
培
え
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
す
べ
て
の
薬
剤
師
が
顔
の
見
え

る
薬
剤
師
に
な
る
こ
と
で
、
実
績
と
信
頼
を
医

療
従
事
者
の
み
な
ら
ず
国
民
か
ら
獲
得
し
、
揺

る
ぎ
な
い
地
位
を
確
保
す
る
よ
う
努
力
し
続
け

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
道
な
努
力
と
、
そ
の
ア

ピ
ー
ル
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

6
年
制
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て

島
根
県
薬
剤
師
連
盟
　
松
江
支
部
　
山
田
島
智
治

松
島
美
菜
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

第
30
回
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
、日
本
大
学
薬
学
部
４
年
生
の
松
島
美
菜
さ
ん
が
、女
子

百
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
に
出
場
し
ま
し
た
。松
島
さ
ん
は
準
決
勝
ま
で
進
み
、結
果
は
14
位
で

し
た
。そ
の
松
島
さ
ん
に
、日
本
大
学
薬
学
部
教
授・亀
井
美
和
子
先
生（
公
益
社
団
法
人
日

本
薬
剤
師
会
理
事
）に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

編 集
後 記

の
先
に
何
が
あ
る
の
か
な
と
考
え
て
い
ま
し

た
。

　
大
学
で
は
卒
業
研
究
の
配
属
研
究
室
が
「
健

康
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
室
」
で
す
（
実
は
、
日

大
の
薬
学
部
に
入
っ
た
の
は
、
こ
の
研
究
室
が

あ
っ
た
か
ら
）。
ド
ー
ピ
ン
グ
に
関
わ
る
研
究

が
で
き
た
ら
と
て
も
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。


